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て
い
ま
す
。
そ
の
切
実
さ
は
理
解
で
き
ま

す
が
、
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
取
り

組
み
は
、
日
本
全
体
の
人
口
減
少
の
基
調

を
変
え
て
い
く
効
果
は
乏
し
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

今
回
の
分
析
で
は
、
各
自
治
体
が
深
刻
な

人
口
減
少
を
回
避
す
る
に
は
い
か
な
る
対

策
を
講
ず
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
か
ら
の

分
析
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
分
析
で
は
、「
日
本
の
地
域
別
将

来
推
計
人
口
」
で
公
表
さ
れ
て
い
る
「
封

鎖
人
口
」
の
仮
定
し
た
推
計
結
果
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
、
別
途
分
析
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
各
自
治
体
に
お
い
て
人

口
移
動
が
な
く
、
出
生
と
死
亡
だ
け
の
要

因
で
人
口
が
変
化
す
る
と
仮
定
し
た
推
計

結
果
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

封
鎖
人
口
の
分
析
と
、
移
動
傾
向
が
一

定
程
度
続
く
と
の
仮
定
（
移
動
仮
定
）
の

も
と
で
の
推
計
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

若
年
女
性
の
人
口
動
向
に
影
響
を
与
え
て

い
る
要
因
が
構
造
的
に
明
ら
か
に
な
り
、

地
域
特
性
に
応
じ
た
人
口
減
少
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
封
鎖
人
口
に
お
い
て
若
年

女
性
人
口
が
急
減
す
る
地
域
で
は
、
出
生

率
の
向
上
と
い
う
「
自
然
減
対
策
」
が
重

要
な
課
題
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

逆
に
、
封
鎖
人
口
で
は
人
口
減
少
は
穏
や

か
で
す
が
、
移
動
仮
定
の
分
析
で
は
人
口

が
急
減
す
る
地
域
で
は
、
人
口
流
出
の
是

正
と
い
っ
た
「
社
会
減
対
策
」
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
に
よ
っ
て
、

取
り
組
む
べ
き
対
策
が
異
な
っ
て
く
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
分
析
で
は
、
移
動
仮
定
を
用
い

た
推
計
と
封
鎖
人
口
を
用
い
た
推
計
を
組

み
合
わ
せ
て
、
自
治
体
を
９
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
移
動

仮
定
、
封
鎖
人
口
と
も
に
若
年
女
性
人
口

の
減
少
率
が
20
％
未
満
の
自
治
体
は
、「
自

立
持
続
可
能
性
自
治
体
」
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
減
少
率
が
20
％
未
満
で
あ

れ
ば
、
１
０
０
年
後
も
若
年
女
性
が
５
割

近
く
残
存
し
て
お
り
、
持
続
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
次
回
は
、

こ
の
分
析
内
容
を
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。
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今
回
は
、
前
回
に
引
き
続
き
２
０
２
４

年
４
月
24
日
に
公
表
さ
れ
た
「
人
口
戦
略

会
議
（
三
村
明
夫
議
長
、
増
田
寛
也
副
議

長
）」
の
報
告
書
の
内
容
を
詳
し
く
見
て
い

く
こ
と
に
し
ま
す
。

報
告
書
の
分
析
で
は
、
基
本
的
に
は
前

回
分
析
の
考
え
方
を
踏
襲
し
、
20
～
39
歳

の
若
年
女
性
人
口
が
２
０
２
０
年
か
ら

２
０
５
０
年
ま
で
の
30
年
間
で
50
％
以
上

減
少
す
る
自
治
体
を
「
消
滅
可
能
性
自
治

体
」
と
し
て
い
ま
す
。
出
産
適
齢
の
年
代

で
あ
る
20
～
39
歳
の
若
年
女
性
以
外
に
も

出
産
す
る
女
性
は
も
ち
ろ
ん
い
ま
す
が
、

大
多
数
の
出
生
は
こ
の
年
代
の
皆
さ
ん
に

よ
り
ま
す
。

こ
の
若
年
女
性
人
口
が
、
30
年
間
で

50
％
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
急
減
す
る
地
域

で
は
、
70
年
後
に
は
２
割
に
、
１
０
０
年

後
に
は
１
割
程
度
に
ま
で
減
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
報
告
書
で
は
こ
の

よ
う
な
地
域
を
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

分
析
の
結
果
、
若
年
女
性
人
口
の
減
少

率
が
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
５
０
年
ま
で

の
間
に
50
％
以
上
と
な
る
自
治
体
（
消
滅

可
能
性
自
治
体
）
は
７
４
４
自
治
体
と
な

り
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
の
前
回
分
析
に

お
け
る
８
９
６
自
治
体
と
比
べ
る
と
若
干

改
善
が
見
ら
れ
ま
す
。
今
回
、
消
滅
可
能

性
自
治
体
を
脱
却
し
た
の
は
２
３
９
自
治

体
、
新
た
に
消
滅
可
能
性
自
治
体
に
該
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
99
自
治
体
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
分
析
結
果
を
見
る
と
、
少

子
化
傾
向
は
改
善
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
析
は
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
日

本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」
を
ベ
ー
ス

に
し
て
い
ま
す
が
、
前
回
と
の
大
き
な
違

い
は
、
外
国
人
の
入
国
超
過
数
が
大
き
く

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
ま
す
。

消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
の
脱
却
に
は
、

こ
の
外
国
人
の
増
加
（
社
会
増
）
が
寄
与

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
人
口
の
自
然
減
と
い
う
少
子
化
の
基

調
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
２
０
２
３
年
４
月

に
公
表
さ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」

で
は
、日
本
人
女
性
の
出
生
率
仮
定
値
（
中

位
推
計
）は
前
回
推
計
の
１
・
40（
２
０
６
５

年
時
点
）
よ
り
低
い
１
・
29
（
２
０
７
０

年
時
点
）
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
と
て
も

楽
観
視
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
４
年
の
分
析
結
果
は
自
治
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
の
、
各
自
治

体
の
人
口
減
少
対
策
は
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
人
口
流
出
の
是
正
と
い
う
「
社
会
減
対

策
」
に
重
点
が
置
か
れ
過
ぎ
て
い
る
き
ら

い
が
あ
り
、
若
年
人
口
を
近
隣
自
治
体
間

で
奪
い
合
う
か
の
よ
う
な
状
況
も
見
ら
れ

消滅可能性自治体
744
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